
明
七
義
塾
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
月
二
○
日
か
ら
九
年
（
一
八
七
六
）
八
月
一
日
迄
の
わ
ず
か
一
年
弱
、
高
松
市
外
磨
屋
町
に
設
立

さ
れ
た
私
立
の
医
育
機
関
で
、
別
名
を
衆
医
会
議
所
と
も
呼
ば
れ
た
。
明
七
義
塾
の
開
設
者
は
柏
原
謙
益
で
、
講
師
は
、
中
桐
絢
海
、
飯
山
正

秀
等
で
あ
っ
た
。
教
授
課
目
は
、
そ
の
前
年
に
定
め
ら
れ
た
医
術
開
業
試
験
法
に
拠
り
、
学
派
は
ド
イ
ツ
学
派
に
拠
っ
た
。
当
時
の
塾
生
は
、

三
十
余
名
、
通
学
生
四
十
余
名
で
あ
っ
た
。

明
七
義
塾
の
名
前
は
、
明
治
七
年
に
設
立
の
構
想
が
う
か
び
、
ま
た
医
学
七
科
を
明
ら
か
に
し
て
、
も
っ
て
医
術
開
業
の
資
格
を
得
せ
し
む

明
七
義
塾
の
名
前
は
、
叩

る
の
義
に
よ
っ
た
と
い
う
。

明
七
雑
誌
第
二
号
は
Ａ
５
版
十
八
頁
で
、
六
篇
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
天
然
痘
再
感
疑
問

（
１
）

こ
の
明
七
義
塾
か
ら
出
版
さ
れ
た
の
が
明
七
雑
誌
で
あ
る
。
明
七
雑
誌
は
明
治
九
年
二
月
発
行
の
第
二
号
だ
け
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

八
明
七
雑
誌
Ｖ

｜
牛
乳
用
量
問
題

明
七
雑
誌
に
つ
い
て

は
じ
め
に

雛
甕
螺
罐
一
計
鵠
譜
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
五
日
受
付

石
田
純

郎
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四
番
目
の
論
文
は
、
山
崎
千
個
の
症
例
報
告
で
、
患
者
は
五
十
余
歳
の
男
性
、
明
治
八
年
八
月
よ
り
肉
眼
的
血
尿
、
蛋
白
尿
出
現
、
顔
貌
は

惟
悴
、
眼
は
陥
凹
、
顔
色
は
灰
色
で
、
全
身
は
る
い
そ
う
し
、
皮
層
は
乾
燥
し
、
弾
力
を
失
い
、
著
名
な
浮
腫
を
認
め
た
。
尿
は
赤
ブ
ド
ウ
酒

最
初
の
論
文
は
、
天
然
痘
が
再
感
染
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
症
例
報
告
で
、
著
者
は
松
山
松
斎
で
あ
る
。
小
豆
島
の
池
田
村
の
三
六
歳

の
男
性
は
、
四
歳
の
時
天
然
痘
に
罹
患
、
全
身
に
多
く
の
痘
痕
を
残
し
て
い
た
が
、
明
治
八
年
四
月
二
七
日
に
、
山
道
を
暴
風
雨
を
つ
い
て
、

数
里
を
歩
い
て
帰
宅
し
た
直
後
、
悪
寒
戦
裸
と
共
に
発
熱
し
、
三
日
目
に
発
疹
が
出
現
し
た
。
周
囲
の
人
は
こ
れ
を
麻
疹
と
考
え
て
い
た
が
、

八
日
目
に
至
り
、
食
欲
不
振
、
高
熱
、
喉
の
乾
き
を
訴
え
、
眼
脂
も
大
量
に
出
現
し
、
口
周
囲
や
睾
丸
等
が
び
ら
ん
し
て
臭
気
を
発
し
、
報
告

医
を
受
診
し
、
天
然
痘
に
再
感
染
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
。
排
毒
剤
と
強
壮
薬
を
投
与
し
、
四
十
数
日
後
に
全
快
し
た
が
、

後
に
新
し
い
痘
痕
を
残
し
た
。
天
然
痘
の
再
感
染
は
あ
る
か
ど
う
か
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
２
）

答
と
し
て
は
、
天
然
痘
の
再
感
染
の
可
能
性
は
強
い
が
、
詳
細
は
府
下
の
医
学
会
社
へ
間
合
わ
し
て
い
る
の
で
、
後
で
答
え
る
と
記
さ
れ
て

要
と
答
え
て
い
る
。

ブ
Ｑ
ｏ

い
る
０

中
桐
絢
海
が
こ
れ
に
答
え
、
蛋
白
質
必
要
量
を
牛
乳
だ
け
で
間
に
合
わ
せ
る
に
は
、
大
人
で
一
日
四
ポ
ン
ド
か
ら
五
ポ
ン
ド
（
約
２
２
）
必

一
寄
生
動
物
略
説

簡
単
に
内
容
を
紹
介
す
る
。

次
の
論
文
は
森
島
鼎
三
か
ら
の
も
の
で
、
最
近
牛
乳
の
飲
用
が
流
行
し
て
い
る
が
、
飲
む
の
に
適
切
な
量
は
い
く
ら
か
と
い
う
質
問
で
あ

一
蛋
白
尿
病
治
験
疑
問

一
尿
中
糖
分
及
蛋
白
質
試
験
法

一
寄
生
動
物
略
説
（
原
文
の
ま
ま
）

一
同
答
弁

（53）405



最
後
の
論
文
は
、
中
桐

⑤
糸
状
虫
⑥
嶢
虫
（

八
明
七
義
塾
開
校
説
ｖ

明
七
義
塾
よ
り
、
明
上

の
中
央
に
、
明
七
義
塾
一

れ
て
い
る
。

色
、
粘
膜
状
物
質
を
混
じ
て
い
た
が
、
ポ
ン
。
へ
の
治
療
法
、
す
な
わ
ち
キ
ニ
ー
ネ
丸
と
稀
硫
酸
ダ
ラ
ク
マ
水
の
投
与
に
よ
り
、
肉
眼
的
血
尿
は

改
善
し
た
が
、
蛋
白
尿
は
残
っ
た
と
い
う
経
過
報
告
で
あ
る
。
石
田
は
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
加
味
腎
炎
に
よ
る
尿
毒
症
の
症
例
と
考
え
た
。

五
番
目
の
論
文
は
、
広
田
静
逸
に
よ
る
尿
検
査
の
実
際
で
あ
る
。
糖
お
よ
び
蛋
白
の
検
査
法
の
や
り
方
を
列
記
し
て
い
る
。

糖
の
検
査
法
と
し
て
は
、
①
ム
ー
ル
氏
法
②
泡
醸
試
験
法
（
ヘ
ル
ス
ン
タ
ー
シ
ョ
ン
）
③
ト
ロ
ン
メ
ル
氏
法
④
ヒ
ー
リ
ン
グ
氏
法
⑤

ロ
ン
ゲ
氏
法
⑥
ホ
ル
ス
ヒ
ー
氏
法
を
上
げ
、
蛋
白
の
検
査
法
と
し
て
は
、
①
温
度
を
加
え
る
②
硝
酸
を
滴
す
る
、
の
二
法
を
説
明
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・
エ
ル
ン
ス
ト
・
ポ
ワ
の
原
著
よ
り
の
抄
訳
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
る
。

（
３
）

寺
畑
喜
朔
氏
の
尿
検
査
法
の
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究
を
ぶ
て
も
、
当
雑
誌
の
記
載
は
、
明
治
初
期
の
も
の
と
し
て
は
、
最
も
古
い
記
載
の
一

つ
だ
と
幸
毎
え
ら
１
れ
る
。

内
容
は
開
塾
之
説

明
七
義
塾
開
業
之
説

祝
明
七
義
塾
開
業
席

明
七
義
塾
開
筵
祝
詞

（
１
）

明
七
義
塾
開
校
説
な
る
小
冊
子
も
、

中
桐
絢
海
の
寄
生
動
物
略
説
で
、
①
沸
癬
虫
②
毛
襄
虫
③
武
（
毛
風
・
頭
風
・
衣
風
・
病
訊
）
④
サ
ン
ド
フ
ロ
ー

の
症
状
と
治
療
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
も
明
治
期
の
最
も
古
い
記
載
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
衆
医
会
議
所
開
校
説
と
書
か
れ
、
右
に
明
治
八
年
七
月
十
七
日
官
許
、
左
に
明
治
八
年
八
月
二
○
日
開
校
と
書
か

柏
原
謙
益

中
桐
絢
海

安
藤
思
立

山
崎
千
例

同
じ
時
期
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ａ
５
版
鋤
頁
、
木
版
刷
で
、
表
紙
に
は
そ
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表1明治初期の高松の医育機関

明治2年2月6日高松藩医学寮＊

明治3年11月20日高松藩仮医学所＊

明治4年11月又は12月廃止

明治5年2月博済医院＊

明治5年5月18日香川県仮医学所明治6年10月25日廃止
兼仮病院（共立病院）

明治6年5月高松公立病院

明治7年10月共立病院明治8年8月20日明七義塾＊

明治9年4月19日高松公立病院＊

及び付属医学所明治9年8月1日

吸収合併’
｜

愛媛県立高松病院付属医学校廃止明治16年4月

明治26年4月市立高松病院

＊柏原謙益が関与した施設

明
七
義
塾
記
山
崎
翠

短
歌
操

と
、
明
七
義
塾
開
講
の
構
想
と
祝
詞
で
あ
る
。

八
明
治
初
期
の
高
松
の
医
育
機
関
Ｖ

表
一
に
、
明
治
初
期
の
高
松
の
医
育
機
関
の
変
遷
を

示
し
た
が
、
明
治
二
年
二
月
六
日
に
藩
立
の
医
学
寮
で

は
じ
ま
り
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
廃
止
さ

れ
、
直
後
に
再
建
さ
れ
た
が
、
表
に
示
し
た
如
く
、
名

称
、
経
営
母
体
は
混
乱
し
、
転
灸
と
変
り
、
明
治
十
六

（
４
）

年
四
月
に
最
終
的
に
廃
校
と
な
っ
た
。
当
時
廃
止
さ
れ

た
他
の
多
く
の
地
方
医
学
校
と
似
た
経
過
を
た
ど
っ
た

の
で
あ
る
。

八
柏
原
謙
益
と
中
桐
絢
海
Ｖ

（
５
）

明
七
義
塾
の
創
設
者
、
柏
原
謙
益
は
、
柏
原
謙
好
の

長
男
と
し
て
、
文
政
一
○
年
（
一
八
二
七
）
十
月
二

日
、
讃
岐
の
潟
元
村
（
現
高
松
市
屋
島
西
町
）
に
出
生
、

高
松
藩
医
に
師
事
し
た
後
、
二
八
歳
で
緒
方
洪
庵
の
適

塾
に
入
門
し
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
、
三
九
歳
で

薬
坊
主
と
な
り
、
次
い
で
表
医
師
、
翌
年
奥
医
師
と
な
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明
治
前
期
に
岡
山
。
香
川
地
方
で
出
版
さ
れ
た
、
医
学
科
学
雑
誌
を
表
２
に
示
し
た
が
、
明
治
二
二
年
迄
に
七
種
の
雑
誌
が
出
版
さ
れ
て
い

（
７
）

る
。
小
野
寺
俊
治
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
全
国
で
明
治
二
二
年
迄
に
六
九
種
の
医
学
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
小
生
の
作
っ
た

表
２
に
あ
る
七
種
の
雑
誌
は
、
こ
と
ご
と
く
、
小
野
寺
氏
の
リ
ス
ト
か
ら
も
れ
て
い
る
。
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
地
方
医
学
雑
誌
の
う
ち
、
最
も
古

っ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
四
三
歳
で
高
松
藩
医
学
寮
の
開
設
に
尽
力
し
教
頭
を
つ
と
め
た
。
明
治
三
年
二
月
に
は
大
坂
で
ポ
ー
ド
イ
ン

に
学
ん
だ
。
明
治
三
年
十
一
月
、
仮
医
学
所
が
高
松
の
天
神
前
、
鶴
林
寺
に
設
け
ら
れ
た
際
、
教
授
方
と
な
り
、
馬
の
解
剖
講
義
も
行
っ
た
。

明
治
五
年
二
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
仮
医
学
所
鶴
林
寺
跡
を
借
用
し
て
、
博
済
医
院
を
開
き
、
内
科
諸
科
の
治
療
の
傍
ら
、
医
生
を
育
成
し
た
。

十
一
月
に
は
囚
人
の
遺
骸
を
も
ら
っ
て
き
て
、
そ
の
骨
格
を
整
理
、
解
剖
標
本
を
作
製
し
た
。
明
治
六
年
に
は
軍
医
と
な
っ
た
が
、
明
治
八
年

に
退
役
し
、
高
松
の
外
磨
屋
町
で
開
業
し
た
。
そ
こ
に
併
設
し
た
の
が
、
明
七
義
塾
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
高
松
公
立
病
院
が
設
置
さ
れ
、
明

七
義
塾
は
吸
収
合
併
さ
れ
、
謙
益
は
公
立
病
院
副
院
長
と
な
っ
た
。
表
一
の
高
松
の
医
育
機
関
の
う
ち
、
柏
原
謙
益
が
関
与
し
た
施
設
に
＊
印

を
つ
け
た
。
謙
益
は
明
治
十
三
年
七
月
公
務
を
辞
し
た
。
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
二
三
日
没
。

（
６
）

明
七
義
塾
の
講
師
の
一
人
、
中
桐
絢
海
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
一
）
、
小
豆
島
で
種
痘
を
開
始
し
た
中
桐
文
炳
の
孫
娘
、
浪
江
と
結
婚
、
入

り
む
こ
に
な
っ
た
人
で
あ
る
。
浪
江
は
、
柏
原
謙
益
の
弟
、
学
而
の
娘
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
柏
原
謙
益
は
、
中
桐
絢
海
の
義
理
の
お
じ
に
当

る
。
絢
海
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
一
）
八
月
、
小
豆
島
草
壁
村
で
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
柏
原
謙
好
の
門
に
入
り
、
医
学
を
修
め
、
十
七
歳
で
京

都
の
石
川
良
信
の
門
に
学
び
、
江
戸
で
岳
父
の
柏
原
学
而
の
門
に
入
り
、
次
い
で
大
坂
の
医
学
校
で
、
ポ
ー
ド
イ
ン
、
エ
ル
メ
レ
ン
ス
に
学
ん

だ
。
明
七
義
塾
合
併
後
は
、
高
松
公
立
病
院
付
属
医
学
所
校
長
を
つ
と
め
た
が
、
明
治
十
一
年
辞
職
し
、
郷
里
で
開
業
し
た
。
明
治
三
八
年

い
の
が
明
七
雑
誌
で
あ
る
。

（
一
九
○
五
）
七
月
八
日
没
。

明
七
義
塾
の
も
う
一
人
の
講

八
明
七
雑
誌
の
位
置
づ
け
Ｖ

人
の
講
師
飯
山
正
秀
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
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表2明治前期の岡山・香川の医学，科学雑誌

｜保存状況｜創刊~廃刊発行母体’雑誌名

２
６
１
１
明
明
一
一

９
，
妬
四
四

明
明
明
明
明

高松明七義塾

岡山弘文社

岡山県病院

同左

同左

2号の承

l～30号

1～5号

6，7号の承

1号の糸

明七雑誌

好事雑報

医事月報

阪出諫話会報告

大日本私立衛生会
岡山支会雑誌

教育会雑誌

岡山医学会雑誌

明19

明22～現在

私立岡山県教育会

同左

1号の象

1～1055号

明
七
雑
誌
第
二
号
は
明
治
九
年
二
月
の
発
行
で
あ
る
。
明
治
文
化
全
集
第
五
巻
雑
誌
篇
（
昭
和
三
年

発
行
宮
武
外
骨
編
）
に
明
七
雑
誌
は
明
治
九
年
一
月
創
刊
、
三
月
（
三
号
）
廃
刊
と
記
録
さ
れ
て
い

る
。
（
寺
畑
喜
朔
民
の
御
教
示
に
よ
る
。
）
二
号
以
外
の
号
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
発
見
で
あ
る
の
で
、
こ

の
記
事
が
正
し
い
と
す
る
と
、
小
野
寺
氏
の
リ
ス
ト
か
ら
、
明
七
雑
誌
は
全
国
の
医
学
雑
誌
の
う
ち

十
二
番
目
に
古
い
雑
誌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
東
京
以
外
の
地
域
で
発
行
さ
れ
た
最
古
の
雑
誌

で
あ
る
。

さ
て
明
七
義
塾
、
明
七
雑
誌
と
い
う
と
、
す
ぐ
明
六
社
、
明
六
雑
誌
が
連
想
さ
れ
る
が
、
明
六
社

と
明
七
義
塾
は
関
係
が
あ
っ
た
。
明
六
社
の
創
設
者
の
一
人
に
柏
原
謙
益
の
弟
、
学
而
が
お
り
、
ま

た
中
桐
絢
海
は
そ
の
学
而
の
娘
む
こ
で
あ
る
。
更
に
駿
府
学
問
所
や
静
岡
病
院
ｌ
そ
こ
は
学
而
が

関
係
し
て
い
た
が
ｉ
そ
こ
で
中
桐
絢
海
は
勉
強
し
た
。
し
た
が
っ
て
柏
原
謙
益
と
中
桐
絢
海
の
二

人
は
、
明
六
社
が
明
六
雑
誌
を
出
版
し
て
、
社
会
的
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
充
分
知
っ
て
い
た

の
は
明
白
で
あ
る
。

以
上
明
治
九
年
創
刊
と
推
定
さ
れ
る
、
東
京
以
外
で
出
版
さ
れ
た
最
も
古
い
医
学
雑
誌
、
明
七
雑

誌
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

本
稿
の
要
旨
は
昭
和
五
八
年
四
月
十
七
日
の
日
本
医
史
学
会
関
西
大
会
で
発
表
し
た
。

へへ

21
ｰ章

文
献
お
よ
び
註

香
川
県
長
尾
町
の
某
旧
家
蔵
。
持
主
の
希
望
に
よ
り
明
記
出
来
な
い
。

こ
の
府
下
の
医
学
会
社
は
、
明
治
八
年
に
東
京
で
創
設
さ
れ
、
五
月
に
三
宅
秀
が
「
医
学
雑
誌
」
を

発
行
し
た
。
後
述
す
る
「
明
七
義
塾
開
校
説
」
に
も
、
医
学
上
の
疑
問
が
生
じ
た
場
合
、
自
分
の
乏
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シ
自
国
ｍ
言
。
ご
園
秒
鵠
巨
ミ
圏
四
目
の
ａ
ｏ
巳
目
四
四
回
目
国
①
乏
匡
ｏ
ぽ
言
農
で
匡
画
砕
号
①
Ｑ
ご
く
戸
島
国
め
ぽ
の
巨
‐
の
替
詩
屋
旨
扁
尉
．

●

、

昌
爵
臣
。
宮
‐
の
写
巨
宍
冒
弓
陽
画
胃
弓
胃
①
日
①
島
の
巴
、
号
○
巳
舎
旨
甘
、
夢
①
の
胃
辱
も
騨
算
島
号
①
旨
①
管
①
国
．
己
局
．
〆
⑦
冒
凹
⑦
画

①

属
凰
巨
富
愚
凰
国
璽
芦
昏
＆
茸
凹
旨
口
胃
〉
ロ
島
．
】
自
民
巴
ｚ
鼻
侭
冒
四
目
・
己
瞬
冒
四
思
注
号
国
冨
目
秒
一
①
。
冒
局
８
８
ｍ
日
骨
昌
亜
．

冒
凰
唖
屋
の
臣
‐
の
一
言
丙
匡
乏
陽
①
め
冒
匡
一
号
ａ
ｏ
旨
Ｐ
巨
唱
員
ｇ
】
易
酬
四
口
Ｑ
四
宮
○
号
＆
旨
８
弓
四
百
日
員
呂
屍
○
号
呂
国
○
ｍ
目
国
呂

四
国
旦
冒
＆
月
旦
ｍ
ｇ
ｏ
ｇ
ｇ
〕
シ
戸
揖
目
黒
伊
岳
討
．
○
国
辱
号
①
、
①
８
口
ｇ
昌
巨
口
号
国
鳥
旨
爵
匡
ｏ
巨
国
四
鵠
匡
①
凶
鳥
目
○
芝
．

●

も

目
岸
５
局
①
貰
謬
①
留
〆
で
四
℃
①
厨
冒
具
．
』
．
閂
げ
①
。
開
①
儲
①
ｂ
Ｏ
具
具
門
①
冒
詐
ｇ
甘
口
島
、
日
巴
』
も
○
凶
．
画
．
閂
げ
⑦
も
８
℃
ｑ
Ｑ
ｏ
ｍ
』
、
ａ

（
ｎ
ｏ
）

（
１
坐
）

（
兵
Ｊ
）

（
戸
Ｏ
）

（
ワ
Ｉ
）

へ
マ
マ
）

し
い
経
験
で
そ
れ
を
決
す
る
事
な
く
、
都
下
の
医
学
会
社
に
問
合
わ
せ
る
と
、
中
桐
絢
海
が
書
い
て
い
る
。

寺
畑
喜
朔
尿
検
査
の
歴
史
と
臨
床
教
育
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
巻
九
八
頁
’
九
九
頁
一
九
七
七
。

佐
々
木
礼
三
新
修
高
松
市
史
第
２
巻
高
松
医
学
医
事
史
七
一
二
頁
’
七
一
四
頁
一
九
六
六
の
記
述
よ
り
表
を
作
製
し
た
。

佐
倉
木
礼
三
讃
岐
医
人
伝
柏
原
謙
好
、
謙
益
、
学
而
と
其
一
門
香
川
県
医
師
会
誌
二
巻
二
号
三
六
Ｉ
四
○
頁
一
九
五
九
。

佐
々
木
礼
三
讃
岐
医
人
伝
中
桐
文
炳
と
絢
海
香
川
県
医
師
会
誌
十
六
巻
二
号
四
八
’
四
九
頁
一
九
六
四
。

小
野
寺
俊
治
初
期
の
日
本
医
学
雑
誌
日
本
医
事
新
報
一
七
二
八
号
四
七
’
五
○
頁
一
九
五
九
・

（
三
菱
水
島
病
院
）

弓
壷
①
三
房
Ｑ
言
巴
三
角
四
ｍ
ｍ
雨
宮
①
の
巴
庁
・
夛
角
凰
堅
〕
旨
寓
圃
四
閉
冨

弓
巨
ｏ
彦
尋
四
の
で
宮
匡
厨
画
①
ユ
言
易
司
α
胃
自
画
穴
閏
ご
呉
留
》

す
く

い
昌
凰
○
目
、
国
閂
ロ
ン
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milktodrinkfbroneday.(Ql'cstion)3.Theanswertoit.4.Thecasereportofnephronepheiris.

5.Theexaminationofurinc(glucoseandprotein).6.Parasites.The6rstnumberofMeishichi

Zasshihasnotbeendiscovcredyet.Perhapsthefirstnumberwaspublishcdinl876.McishichiZasshi

isoneoftheoldestmcdicalmagazinesinJapan.
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